
こ
の
た
び
、
沖
縄
を
担
当
す
る
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
に
就
任
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
沖
縄
に
は
、
趣
味
の
ス
キ
ュ

ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
楽
し
む
た
め
な
ど

に
、
度
々
訪
れ
て
お
り
ま
し
た
。
沖
縄

は
、
個
人
的
に
も
大
好
き
な
場
所
で
あ

る
と
と
も
に
、
当
時
か
ら
国
と
し
て
重

要
な
政
治
課
題
を
抱
え
る
場
所
だ
と
感

じ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
沖
縄

と
い
う
国
政
上
重
要
な
課
題
を
担
当
す

る
大
臣
に
就
任
し
た
こ
と
は
、
大
変
光

栄
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
責
任
の
重
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
す
。
 

沖
縄
担
当
大
臣
に
就
任
す
る
に
当
た

っ
て
の
私
の
基
本
的
な
認
識
は
、
本
土

へ
の
復
帰
以
来
、
政
府
は
沖
縄
の
振
興

開
発
の
た
め
の
諸
施
策
を
積
極
的
に
進

め
、
そ
の
結
果
、
施
設
整
備
面
を
中
心

に
次
第
に
本
土
と
の
格
差
が
縮
小
す
る

な
ど
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
観
光
や
Ｉ
Ｔ
産
業
の
振
興

な
ど
に
お
い
て
も
、
一
定
の
成
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
今
日
な
お
、

沖
縄
の
社
会
経
済
は
、
県
民
所
得
の
低

さ
や
失
業
率
の
高
さ
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
産
業
の
振
興

や
雇
用
の
創
出
な
ど
、
自
立
型
経
済
の

構
築
に
向
け
た
一
層
の
取
組
が
重
要
で

あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
年

度
は
、
沖
縄
振
興
計
画
期
間
10
年
の
中

間
年
度
で
あ
る
５
年
目
と
い
う
節
目
の

年
で
あ
り
、
今
後
の
新
た
な
る
発
展
に

向
け
て
、
各
種
産
業
の
一
層
の
振
興
、

そ
れ
を
支
え
る
人
材
の
育
成
や
科
学
技

術
の
振
興
な
ど
に
、
沖
縄
県
や
市
町
村

と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
私
は
、
以
前
経
済
産
業
副
大
臣
を

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
世
界
か
ら
注

目
さ
れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
沖
縄

に
お
い
て
、
私
自
身
の
経
験
も
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

沖
縄
は
、
５
５
０
万
人
（
昨
年
）
も

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
日
本
を
代
表

す
る
観
光
地
の
一
つ
で
す
。
こ
の
人
気

の
理
由
は
、
美
し
い
エ
メ
ラ
ル
ド
ブ
ル

ー
の
海
、
生
態
系
の
違
う
エ
キ
ゾ
チ
ッ

ク
な
自
然
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
溢
れ
る

お
も
て
な
し
、
独
特
の
文
化
な
ど
多
く

の
魅
力
に
満
ち
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
沖
縄
観
光
の
魅
力

を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、
沖
縄
観

光
の
一
層
の
振
興
を
図
る
た
め
、
多
様

化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
通
年
型
・

滞
在
型
の
質
の
高
い
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト

地
の
形
成
に
向
け
て
、
精
一
杯
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
 

Ｉ
Ｔ
産
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

空
き
施
設
の
整
備
や
人
材
育
成
、
税
制

上
の
措
置
を
行
う
な
ど
、
重
点
的
な
取

組
を
進
め
て
き
た
結
果
、
こ
の
10
年
で

１
０
０
社
以
上
の
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
が
沖

縄
に
新
規
立
地
し
、
１
万
人
以
上
の
新

規
雇
用
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
沖
縄
が
ア
ジ
ア
の
Ｉ
Ｔ
産
業
を

リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
、
高
度
な
Ｉ
Ｔ
産

業
の
振
興
を
進
め
る
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
民
間
企
業
か
ら
の
ア

イ
デ
ア
を
踏
ま
え
、
沖
縄
で
高
度
な
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
を
行
え
る
拠
点
整
備

を
行
う
「
沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
構
想
」

と
い
う
プ
ラ
ン
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
 

沖
縄
の
離
島
に
つ
い
て
は
、
自
然
や

伝
統
文
化
な
ど
多
く
の
魅
力
が
あ
り
ま

す
が
、
「
島
ち
ゃ
び
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
よ
う
に
、
物
価
が
高
い
、
高
度
な

医
療
機
関
が
な
い
と
い
っ
た
離
島
な
ら

で
は
の
苦
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。
総
合

病
院
が
あ
る
の
は
石
垣
島
、
宮
古
島
及

び
久
米
島
だ
け
で
す
。
そ
の
た
め
、
特

に
医
師
の
確
保
な
ど
医
療
面
の
心
配
を

除
い
て
い
く
こ
と
を
優
先
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

各
島
は
個
性
的
で
魅
力
あ
る
地
域
資
源

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
地
域
の
特

性
を
活
か
し
た
特
産
品
の
開
発
な
ど
、

地
域
振
興
に
つ
な
が
る
支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
 

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
構
想
は
、

世
界
最
高
水
準
の
自
然
科
学
系
の
大
学

院
大
学
を
沖
縄
に
設
立
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。
沖
縄
の
振
興
は
も
ち
ろ
ん
、

世
界
全
体
の
科
学
技
術
の
発
展
に
も
貢

献
で
き
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
夢
の
あ
る
構
想
を
前
進
さ
せ
、
世

界
に
誇
れ
る
す
ば
ら
し
い
も
の
を
作
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
 

 

高 市 早 苗 
 

就
任
の
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し
ん
り
ょ
う
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沖
縄
の
社
会
資
本
整
備
に
つ
い
て
は
、

自
然
環
境
に
配
慮
し
沖
縄
ら
し
い
風
景

を
活
か
し
つ
つ
、
那
覇
空
港
の
将
来
展

開
へ
の
検
討
や
新
石
垣
空
港
、
那
覇
空

港
自
動
車
道
と
い
っ
た
空
港
、
港
湾
、

道
路
な
ど
の
交
通
体
系
の
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
台
風
や
大
雨
に
よ
る
災

害
な
ど
に
対
処
す
る
防
災
・
減
災
対
策
、

離
島
架
橋
、
文
教
施
設
、
医
療
体
制
の

整
備
な
ど
生
活
環
境
の
基
盤
整
備
を
、

こ
れ
か
ら
も
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

基
地
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
沖

縄
に
お
け
る
米
軍
の
存
在
が
、
我
が
国

の
安
全
及
び
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の

平
和
と
安
定
に
貢
献
す
る
一
方
で
、
在

日
米
軍
施
設
・
区
域
の
75
％
が
沖
縄
に

集
中
し
て
お
り
、
県
民
の
皆
様
に
大
き

な
ご
負
担
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。
沖

縄
に
お
け
る
米
軍
施
設
・
区
域
の
整
理
・

縮
小
は
、
県
民
の
過
重
な
基
地
負
担
を

軽
減
す
る
と
と
も
に
、
土
地
の
有
効
利

用
や
自
立
型
経
済
の
発
展
を
図
る
観
点

か
ら
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
特
に
、
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
・

返
還
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
設
置
さ
れ

た
協
議
会
な
ど
の
場
で
、
沖
縄
を
担
当

す
る
大
臣
と
し
て
、
沖
縄
と
の
橋
渡
し

役
を
務
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
跡
地
対
策
、
北
部
振
興
、
基
地
所

在
市
町
村
の
振
興
に
つ
い
て
も
、
地
元

の
要
望
を
お
聞
き
し
な
が
ら
着
実
に
推

進
い
た
し
ま
す
。
県
民
の
皆
様
の
ご
負

担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

多
く
の
沖
縄
の
県
民
の
皆
様
の
声
を

し
っ
か
り
伺
い
、
新
し
い
可
能
性
も
見

つ
け
な
が
ら
沖
縄
の
発
展
の
た
め
努
め

て
い
き
ま
す
。
 

 

 

　
平
成
５
年
衆
議
院
議
員
選
挙
で
初
当

選
。
平
成
９
年
衆
議
院
決
算
委
員
会
理

事
、
平
成
10
年
衆
議
院
決
算
行
政
監
視

委
員
会
理
事
、
同
年
通
商
産
業
政
務
次

官
、
平
成
11
年
衆
議
院
災
害
対
策
特
別

委
員
会
理
事
、
平
成
12
年
衆
議
院
科
学

技
術
委
員
会
与
党
筆
頭
理
事
、
平
成
13

年
衆
議
院
文
部
科
学
委
員
長
、
平
成
14

年
衆
議
院
日
本
国
憲
法
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
小
委
員
長
、
同
年
経
済
産

業
副
大
臣
を
歴
任
。
平
成
18
年
安
倍
内

閣
に
お
い
て
、
沖
縄
及
び
北
方
対
策
を
担

当
す
る
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
に
就
任

（
９
月
26
日
付
け
）
。 

　
奈
良
県
出
身 

　
平
成
18
年
９
月
27
日
付
け
で
、

沖
縄
及
び
北
方
対
策
を
担
当
す
る

内
閣
府
副
大
臣
に
、
平
沢
勝
栄
氏

が
就
任
さ
れ
た
。  

　
平
成
８
年
衆
議
院
議
員
選
挙
で

初
当
選
。
平
成
13
年
防
衛
庁
長
官

政
務
官
、
平
成
15
年
総
務
大
臣
政

務
官
、
平
成
17
年
衆
議
院
北
朝
鮮

に
よ
る
拉
致
問
題
等
に
関
す
る
特

別
委
員
長
を
歴
任
。
平
成
18
年
安

倍
内
閣
に
お
い
て
、
内
閣
府
副
大

臣
に
就
任
。 

　
東
京
都
出
身 

 

　
平
成
18
年
９
月
27
日
付
け
で
、

沖
縄
及
び
北
方
対
策
を
担
当
す
る

内
閣
府
大
臣
政
務
官
に
、
谷
本
龍

哉
氏
が
就
任
さ
れ
た
。 

 

　
平
成
12
年
衆
議
院
議
員
選
挙
で

初
当
選
。
平
成
15
年
衆
議
院
国
際

テ
ロ
リ
ズ
ム
の
防
止
及
び
我
が
国

の
協
力
支
援
活
動
並
び
に
イ
ラ
ク

人
道
復
興
支
援
活
動
等
に
関
す
る

特
別
委
員
会
委
員
、
同
年
衆
議
院

外
務
委
員
会
理
事
、
平
成
17
年
衆

議
院
総
務
委
員
会
理
事
を
歴
任
。

平
成
18
年
安
倍
内
閣
に
お
い
て
、

内
閣
府
大
臣
政
務
官
に
就
任
。 

　
和
歌
山
県
出
身 

 

副大臣及び大臣政務官のプロフィール 

ひ
ら
　
さ
わ
 
 
か
つ
 
え
い
 

た
に
　
も
と
　
　
た
つ
　
や
 


